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たんぽぽ
甲斐信枝　作・絵       
（金の星社）
　雑草のようにたくましく、アスファル
トを割って真っすぐ伸びるたんぽぽは、
小さな太陽のように真っ黄色の花を、
誇らしげに咲かせます。

「旅立ちの季節」思い出に
残る本をみつけよう！

　

３
月
は
、「
卒
業
・
別
れ
・
旅
立
ち
・
出

会
い
」さ
ま
ざ
ま
な
転
機
が
訪
れ
る
季

節
。そ
し
て
、何
と
な
く
気
分
が
そ
わ

そ
わ
落
ち
着
か
な
い
時
期
。そ
ん
な
時

こ
そ
読
書
が
お
勧
め
。

　

暖
か
い
日
差
し
と
と
も
に
心
を
と

き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
よ
う
な
本
を
準

備
し
て
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
３
月
の
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
情
報

【
時
】＝
25
日（
水
）14
時
30
分
〜
15
時

【
所
】＝
中
央
公
民
館
３
階　

和
室

【
時
】＝
26
日（
木
）16
時
〜
16
時
30
分

【
所
】＝
図
書
館
樋
脇
分
館

【
時
】＝
25
日（
水
）16
時
〜
16
時
30
分

【
所
】＝
図
書
館
祁
答
院
分
館

【
入
場
料
】＝
各
会
場
無
料

　

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

わすれられない
おくりもの
スーザン・バーレイ　作・絵        
小川仁央　訳　　　　　　  （評論社）
　友人同士の在り方や、互いに心や
技を伝え合っていくことの大切さ、ひ
いては人間の生き方をも静かに語りか
けています。

じいじのさくら山
松成真理子　著　　　
（白泉社）
　春になると毎年きれいに花を咲かせ
る山ざくら。これは、そんな名のない
さくら山をつくったじいじとその孫の
心温まるお話。

ズッコケ三人組の卒業式
那須正幹　作
高橋信也　作画　　 　  
（ポプラ社）
　ついにズッコケ三人組は、稲穂県ミ
ドリ市立花山第２小学校を卒業。タイ
ムカプセルにそれぞれの思い出の品物
を埋めました。

感涙食堂
「オソト deゴハン」
感動体験エッセイコンテスト
実行委員会　編
（生活文化出版）
　飲食店での感動やガイドブックには
載っていない本物の感動が満載。泣き
ながら読む初のグルメガイド誕生。

ゆずりはの詩
田中陽子　著 
（主婦と生活社）
　ユズリハという木は葉をつけたまま
冬を越し、春、新芽が出るとそれを見
届けたかのように葉を落とします。次
の世代の命をはぐくみ、つなぎ、自ら
は潔く次の生き方を見いだして…。
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魅力いっぱい！私の学校

V　Ｏ　Ｉ　Ｃ　Ｅ

川
内
北
中
学
校

川
内
北
中
学
校

創
立
61
年

校
訓「
自
主　

友
愛　

奉
仕　

鍛
錬
」

小
中
一
貫
教
育　

新
教
科
の
テ
ー
マ　
「
つ
な
ぐ
〜
感
謝
の
心
〜
」

　本校は、可愛山陵と新田神社の麓にあり、薩摩国府、薩摩
国分寺跡の貴重な文化遺産を残すなど豊かな自然と古い文化
が息づく地域です。困難に負けず、夢を持ってたくましく生
きる力をはぐくむために目標とする生徒像を「自主」「友愛」
「奉仕」「鍛錬」として掲げ、文武両道を目指して日々の教育活
動を実践しています。

窪
くぼ

田
た

 滿
みつ

穗
ほ

 校長川内北中学校　

　

本
校
は
、
本
市
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
し
、
小
高
い
常
緑
の
森
に

囲
ま
れ
た
可
愛
山
陵
と
新
田
神
社

の
麓
に
あ
る
、
自
然
や
風
情
豊
か

な
学
校
で
す
。

　

校
区
内
に
は
、
亀
山
・
可
愛
・

育
英
の
三
つ
の
小
学
校
が
あ
り
、

現
在
は
、
７
３
７
人
の
生
徒
が
、

自
ら
の
夢
の
実
現
を
目
指
し
、
勉

学
や
部
活
動
な
ど
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持

ち
、
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
人
間
性
豊
か
な
生
徒
を
育
成
す

る
」こ
と
を
学
校
教
育
目
標
に
掲

げ
、「
あ
い
さ
つ
、
歌
声
、
花
と
絵
、

そ
し
て
対
話
の
あ
る
学
校
」を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
日
々
の
教
育

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て
は
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
知
」で
は
、
各
種
の
調
査
結
果

な
ど
を
基
に
指
導
方
法
の
工
夫
改

善
に
努
め
、
生
徒
一
人
一
人
の
課

題
解
決
を
目
指
し
た
授
業
の
展
開

（
習
熟
度
別
授
業
な
ど
）に
取
り
組

む
と
と
も
に
家
庭
教
育
の
一
層
の

充
実
を
目
指
し
た
啓
発
に
も
積
極

的
に
努
め
て
い
ま
す（
各
種
だ
よ

り
、
家
庭
教
育
学
級
な
ど
）。

　
「
徳
」で
は
、
道
徳
や
学
活
を
中

心
と
し
た
全
職
員
で
取
り
組
む

「
性
教
育（
命
）」、
ま
た「
あ
い
さ

つ
」や「
感
謝
す
る
心
」を
大
切
に

し
た
規
範
意
識
の
醸
成
に
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す（
地
域
懇
談
会
な
ど
）。

　
「
体
」で
は
、
17
の
部
活
動（
運

動
系
15
文
化
系
２
）に
80
％
近
く

の
生
徒
が
加
入
し
、
本
年
度
も
11

の
部
活
動
が
県
中
学
総
体
に
出
場

す
る
な
ど
、
文
化
系
の
部
活
動
も

含
め
毎
年
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

■
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　

小
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
、

学
び
の
連
続
性
を
大
切
に
交
流
の

充
実
を
図
り
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
な

ど
の
問
題
解
決
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

おやじの会と生徒会の門松づくり

全職員で取り組む性教育の授業地域懇談会

ＡＬＴとのＴＴ（＊１）授業 部活動の練習風景（野球部）

（＊１）TT＝チームティーチング：複数の教師が協力して授業を行う指導方法

小中一貫教育のテーマ「つなぐ感謝の心」

魅力いっぱい！私の学校

1415 2009.3.10　広報さつませんだい

各図書館にお越しください。

行こうよ！図書館へ

中央図書館　　　　 0996（22）3542

図書館樋脇分館　　 0996（38）0009

図書館入来分館　　 0996（44）3111

図書館東郷分館　　 0996（42）0053

図書館祁答院分館　 0996（55）1111

図書館里分館　　　 09969（3）2958

図書館上甑分館　　 09969（2）0001

図書館下甑分館　　 09969（7）0390

図書館鹿島分館　　 09969（4）2211

－ 問合先 －

広報薩摩川内　2009.3.10


